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隆
一

一

は
じ
め
に

後
漢
中
期
～
末
期
に
生
き
た
趙
岐
は
、
つ
と
に
『
孟
子
章
句
』
・
『
三
輔
決
録
』
を
著
し
た
こ
と
で
高
名
で
あ
る
。
特
に

『
孟
子
章
句
』
は
、
新
注
と
い
わ
れ
る
朱
子
『
孟
子
集
注
』
と
並
び
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
は
、
『
孟
子
章
句
』
の
記
述
を
取
り
上
げ
分
析
し
、
趙
岐
が
懐
い
て
い
た
人
間
観
（
性
説
を
中
核
と
し
た
人
間
一
般
に
対

す
る
考
察
）
に
つ
い
て
、
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
上
記
の
目
的
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
他
の
思
想
家
と
比
し
て
難
し
い
こ
と
を
始
め
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
『
隋
書
』
巻
三
十
四

経
籍
三
に
、
「
孟
子
十
四
巻

斉
卿
孟
軻
撰
、
趙
岐
注
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
『
孟

子
章
句
』
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
集
約
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
文
の
範
疇
を
軽
々
と
超
え
て
い
く
自
由
度
の
高
い
注
と
異
な

・

・

(

１)

趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
見
え
る
人
間
観

（
長
谷
川
）
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り
、
「
章
句
謂
離
章
弁
句
、
委
曲
枝
派
也
（
『
後
漢
書
』
列
伝
十
八
上

桓
譚
伝
注
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
章
句
と
は
原
文
を
正

し
く
読
め
る
よ
う
に
、
章
に
分
か
ち
句
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
趙
岐
の
態
度
は
厳
格
で
、
原
文
を
し
っ
か
り
と
説
明

(

２)
す
る
と
い
う
こ
と
に
注
力
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
通
り
。

［
本
文
］
王
曰
く
、
然
り
。
誠
に
百
姓
な
る
者
有
り
。
齊
國

褊
小
な
り
と
雖
も
、
吾

何
ぞ
一
牛
を
愛
ま
ん
や
。
即
ち

其
の
觳
觫
と
し
て
罪
無
く
し
て
死
地
に
就
く
が
若
く
な
る
に
忍
び
ず
。
故
に
羊
を
以
て
之
に
易
ふ
る
な
り
（
梁
惠
王
章

句
上
）
。

(

３)

［
趙
注
］
王
曰
く
、
亦
た
誠
に
百
姓
の
言
ふ
所
の
者
有
り
。
吾
国

小
な
り
と
雖
も
、
豈
に
一
牛
の
財
費
を
愛
借
ま
ん

お

し

や
。
即
ち
其
の
牛
を
見
て
之
を
哀
し
む
も
、
釁
鍾
も
又

廃
す
可
か
ら
ず
。
故
に
之
に
易
ふ
る
に
羊
を
以
て
す
る
の

み
。

(

４)

明
確
に
統
計
を
取
る
方
法
は
な
く
、
あ
く
ま
で
通
読
し
た
後
に
得
た
感
触
を
基
に
し
た
概
算
と
な
る
が
、
趙
岐
の
附
し
た

注
（
本
来
な
ら
「
章
句
」
と
す
べ
き
だ
が
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
以
降
特
別
な
場
合
を
除
き
「
注
」
と
い
う
）
の
九
〇
％
以

上
が
、
こ
の
よ
う
な
「
趙
岐
自
身
の
色
が
さ
し
て
見
え
て
こ
な
い
」
タ
イ
プ
に
属
す
る
。
『
孟
子
章
句
』
を
検
討
す
る
前
提
と

し
て
、
上
記
の
事
実
は
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
関
す
る
先
行
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向
性
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
の
方

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
30



- 3 -

趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
見
え
る
人
間
観

（
長
谷
川
）

向
性
は
、
新
注
で
あ
る
『
孟
子
集
注
』
と
比
較
し
、
そ
の
特
徴
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
郭
偉
宏
・
杜
敏
両

(

５)
(

６)

氏
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
単
純
な
比
較
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
に
終
止
し
、
『
孟
子
章
句
』
に
み
え
る
趙
岐

の
思
想
性
に
つ
い
て
は
、
深
く
切
り
込
め
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、
『
孟
子
章
句
』
に
み
え
る
思
想
性
に
切
り
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
本
田
済
氏
は
、
趙
岐
の
生
平
か
ら
焦
循
『
孟
子
正
義
』
を
参
照
し
つ
つ
注
の
巧
拙
、
注
に
み
え
る
趙
岐

(

７)

の
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
論
文
全
体
で
概
説
的
な
面
が
強
く
、
性
論
に
関
す
る
指
摘
に
つ
い

て
も
、
確
か
に
氏
の
言
う
と
お
り
で
は
あ
る
の
だ
が
、
問
題
は
そ
の
論
理
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
と
は
い
え
、
本
田
氏
が
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
見
え
る
思
想
性
に
着
目
し
た
の
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
汲
ん

だ
の
が
、
畠
山
薫
氏
で
あ
り
、
氏
は
趙
注
の
察
挙
に
関
す
る
記
述
に
趙
岐
の
生
き
た
現
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
。

(

８)

趙
注
の
特
異
性
が
見
え
る
部
分
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
察
し
た
理
由
を
彼
の
現
実
的
な
立
場
に
み
る
と
い
う
視
点
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
氏
の
問
題
関
心
は
主
と
し
て
趙
岐
の
人
材
登
用
論
に
あ
り
、
そ
の
他
は
基
本
的
に
埒
外
に
置
か
れ
て

い
る
。

(

９)

以
上
、
『
孟
子
章
句
』
に
関
す
る
先
行
研
究
を
あ
げ
て
き
た
が
、
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
趙
岐
の
思
想
に
立
ち
入
っ
て
考
察

し
た
も
の
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
『
孟
子
章
句
』
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す

・

・

る
の
だ
が
、
と
は
い
え
そ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
保
守
的
な
立
場
を
堅
持
す
る
だ
け
で
は
、
趙
岐
に
関
す
る
研
究
は
進
ま
な
い
。

ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
趙
岐
の
色
が
比
較
的
よ
く
見
え
る
資
料
を
取
り
上
げ
、
二

で
趙
岐
の
人
間
観
の
基
本
的
な
内
容
を
網
羅
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
三
で
趙
岐
の
人
間
観
が
構
築
さ
れ
た
現
実
的
背
景
に
つ
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い
て
考
察
し
、
最
後
に
『
孟
子
』
を
題
材
に
選
ん
だ
理
由
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

『
孟
子
章
句
』
に
見
え
る
人
間
観

【
資
料
一
】
［
本
文
］
孟
子
曰
く
、
乃
ち
❶
其
の
情
を

若

へ
ば
、
則
ち
以
て
善
を
為
す
可
し
。
乃
ち
所
謂
善
な
り
。
夫

し
た
が

い
は
ゆ
る

の
不
善
を
為
す
が
若
き
は
、
才
の
罪
に
非
ざ
る
な
り
（
告
子
章
句
上
）
。

（

）
10

［
趙
注
］
❷
若
、
順
な
り
。
性
と
情
と
は
相

表
裏
を
為
し
、
性

善
に
し
て
情
に
勝
つ
れ
ば
、
情

則
ち
之

に
従
ふ
。
孝
経
に
云
ふ
「
此
れ
哀
戚
の
情
な
り
」
と
。
情

性
に
従
ふ
な
り
。
能
く
此
の
情
を
順
へ
、
之
を

し
て
善
な
ら
し
む
る
者
、
真
に
所
謂

善
な
り
。
人
に
随
ひ
て
強
ひ
て
善
を
作
す
者
の
若
き
は
、
善
者
の
善

に
非
ざ
る
な
り
。
不
善
を
為
す
者
の
若
き
は
、
天
に
受
く
る
所
の
才
の
罪
に
非
ず
、
物

動
く
の
故
な
り
。

（

）
11

❶
に
よ
れ
ば
、
「
そ
の
情
を
従
え
れ
ば
、
善
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
善
で
あ
る
。
い
っ
た
い
不
善
を
為
す
よ
う

な
も
の
は
、
才
の
罪
で
は
な
い
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
「
若
」
字
を
「

順

」
と
い
う
意
で
読
む
の
は
、
趙
注
の
意
見
で
あ

し
た
が
え
る

る
。
多
く
の
先
学
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
孟
子
』
本
文
に
お
け
る
「
性
」
・
「
情
」
・
「
才
」
と
い
う
の
は
、
使
い
分
け
が

ほ
ぼ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
互
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
の
情
は
性
と
同
じ
意
味
な
の
で
、
本
来
で
あ
れ
ば

（

）
12

『
孟
子
』
本
文
は
「

若

」
の
意
で
読
み
、
「
そ
こ
で
そ
の
情
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
善
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
…
…
（
後

ご
と
し
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略
）
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
趙
注
か
ら
『
孟
子
』
本
文
に
返
る
と
い
う
都
合
上
、
【
資
料
一
】
で
は
「
若
」
字

を
「

順

」
と
い
う
意
で
表
記
し
て
お
い
た
。

し
た
が
え
る

一
方
、
趙
注
の
❷
に
よ
れ
ば
、
人
に
は
性
と
情
が
あ
り
、
表
裏
を
な
す
も
の
で
、
性
が
善
で
あ
り
情
に
勝
て
ば
、
情
は
性

に
従
う
と
い
う
。
趙
岐
は
、
性
と
情
を
区
分
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

【
資
料
二
】
［
本
文
］
曰
く
、
耳
目
の
官
、
思
は
ず
し
て
物
に
蔽
は
れ
、
❶
物

物
に
交
は
れ
ば
、
則
ち
之
を
引
く
の
み
。

❷
心
の
官
は
則
ち
思
ひ
、
思
へ
ば
則
ち
之
を
得
、
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
得
ざ
る
な
り
。
此
れ
天
の
我
に
与
ふ

る
所
の
者
、
先
づ
其
の
大
な
る
者
を
立
つ
れ
ば
、
則
ち
其
の
小
な
る
者
は
奪
ふ
能
は
ざ
る
な
り
。
此
れ
大

人
為
る
の
み
（
告
子
章
句
上
）
。

（

）
13

［
趙
注
］
孟
子
曰
く
、
人
に
耳
目
の
官
有
り
、
思
は
ず
、
❸
故
に
物
の
蔽
ふ
所
と
為
る
。
官
、
精
神
の
在

る
所
な
り
、
人
に
五
官
六
府
有
り
と
謂
ふ
。
物
、
事
な
り
。
利
欲
の
事

来
た
り
て
交
ご
も
其
の
精
神
を
引

き
、
❹
心
官
に
善
を
思
は
ず
、
故
に
其
の
道
を
失
ひ
て
陥
ち
て
小
人
と
為
る
な
り
。
❺
此
れ
乃
ち
天
の
人

に
与
ふ
る
所
の
情
性
、
先
づ
其
の
大
な
る
者
を
立
つ
る
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
善
性
有
り
と
謂
ふ
な

り
。
小
は
、
情
欲
な
り
。
善

悪
に
勝
た
ば
、
則
ち
悪

之
を
奪
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
。

（

）
14

『
孟
子
』
本
文
の
❶
「
物

物
に
交
は
れ
ば
、
則
ち
之
を
引
く
の
み
」
の
「
物
」
、
❷
「
思
へ
ば
則
ち
之
を
得
」
の
「
之
」
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は
、
こ
こ
だ
け
み
る
と
何
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
趙
岐
が
❸
「
故
に
物
の
蔽
ふ
所
と
為

る
」
、
❹
「
心
官
に
善
を
思
は
ず
、
故
に
其
の
道
を
失
ひ
て
陥
ち
て
小
人
と
為
る
な
り
」
と
い
う
注
を
附
す
こ
と
に
よ
り
、

「
物
」
が
外
物
、
「
思
へ
ば
則
ち
之
を
得
」
が
善
を
思
う
こ
と
に
よ
り
道
を
得
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
わ
か

る
。
さ
ら
に
、
❺
趙
岐
は
『
孟
子
』
本
文
の
「
先
づ
其
の
大
な
る
者
を
立
つ
る
」
を
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
善
性
有
り
」

と
し
、
「
其
の
小
な
る
者
」
を
「
情
欲
」
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
も
つ
性
を
善
、
外
物
に
感

応
し
て
悪
と
な
る
情
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
す
記
述
と
し
て
、
次
の
有
名
な
告
子
と

の
問
答
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【
資
料
三
】
［
本
文
］
告
子
曰
く
、
性
は
猶
ほ
湍
水
の
ご
と
き
な
り
。
諸
を
東
方
に
決
す
れ
ば
則
ち
東
に
流
れ
、
諸
を

西
方
に
決
す
れ
ば
則
ち
西
に
流
る
。
人
性
の
善
不
善
に
分
る
る
こ
と
無
き
や
、
猶
ほ
水
の
東
西
に
分
る
る

無
き
が
ご
と
き
な
り
（
告
子
章
句
上
）
。

（

）
15

［
趙
注
］
湍
は
圜
な
り
、
湍
湍
た
る
瀠
水
を
謂
ふ
な
り
。
告
子

以
へ
ら
く
人
性

是
の
水
の
若
く
、
善
悪

ま
る

物
に
随
ひ
て
化
し
、
本
よ
り
善
不
善
の
性
無
き
を
喩
ふ
る
な
り
。

（

）
16

［
経
文
］
❶
孟
子
曰
く
、
水

信

に
東
西
に
分
る
る
無
き
も
、
上
下
に
分
る
る
無
か
ら
ん
や
。
人
の
性
の

ま
こ
と

善
な
る
や
、
猶
ほ
水
の
下
に
就
く
が
ご
と
き
な
り
。
人
に
善
な
ら
ざ
る
有
る
無
く
、
水
に
下
ら
ざ
る
有
る

無
し
。
今

夫
れ
水
は
搏
ち
て
之
を
躍
ら
せ
ば
、

顙

を
過
ご
さ
し
む
可
し
。
激
し
て
之
を
行
か
せ
ば
、
山

う

お
ど

ひ
た
い
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に
在
ら
し
む
可
し
。
是
れ
豈
に
水
の
性
な
ら
ん
や
。
其
の
勢

則
ち
然
ら
し
む
る
な
り
。
人
の
不
善
を
為
さ

し
む
可
き
は
、
其
の
性
も
亦
た
猶
ほ
是
の
ご
と
け
れ
ば
な
り
（
告
子
章
句
上
）
。

（

）
17

［
趙
注
］
孟
子
曰
く
、
水

誠
に
東
西
に
分
る
る
無
し
、
故
に
之
を
決
し
て
往
く
な
り
。
水

豈
に
上
下
に

分
る
る
無
か
ら
ん
や
。
水
の
性

但
だ
下
る
を
欲
す
る
の
み
。
人
の
性

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
善
有
る
は
、

猶
ほ
水
の
下
ら
ん
と
欲
す
る
が
若
き
な
り
。
❷
人

皆

善
性
有
る
を
知
る
所
以
は
、
水
に
下
ら
ざ
る
者
無

か
る
が
似
き
な
り
。
…
…
人
の
不
善
を
為
さ
し
む
可
き
は
、
其
の
性
に
順
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
亦
た
妄
り

に
利
欲
の
勢
の
誘
迫
す
る
所
と
為
る
の
み
、
猶
ほ
是
れ
水
の
ご
と
き
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
其
の
本
性

不

善
に
非
ざ
る
な
り
。

（

）
18

❶
「
孟
子
は
、
水
は
な
る
ほ
ど
東
西
に
分
か
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
上
下
に
分
か
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

人
の
性
が
善
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
水
が
低
い
下
の
方
に
流
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
の
性
が
善
で
な
い
こ
と
は

な
く
、
水
が
低
い
下
の
方
に
流
れ
な
い
こ
と
な
ど
な
い
。
い
ま
か
り
に
水
を
手
で
た
た
い
て
跳
ね
さ
せ
れ
ば
、
人
の
額
を
飛

び
越
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
流
れ
を
せ
き
止
め
て
逆
流
さ
せ
れ
ば
、
山
の
上
に
登
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
水
の
性
だ
と
い
え
よ
う
か
。
外
か
ら
の
勢
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
に
不
善
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
そ
の
性
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。
『
孟
子
』
本
文
で
は
、
人
が
性
善
で
あ
る
の
は
当
然
な
の
で

・

あ
る
が
、
こ
こ
だ
け
み
る
と
、
外
部
か
ら
の
影
響
と
い
う
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
は
つ
き
つ
つ
も
、
不
善
を
な
す
の
も
性
に
な
っ
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て
い
る
。
つ
ま
り
、
性
善
で
あ
る
と
同
時
に
、
外
部
か
ら
の
影
響
を
受
け
れ
ば
水
と
同
じ
よ
う
に
本
来
と
は
逆
―
―
不
善
＝

悪
―
―
を
し
て
し
ま
う
の
も
、
ま
た
性
だ
と
述
べ
て
い
る
。
自
家
撞
着
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
趙

岐
の
解
釈
を
み
れ
ば
す
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
。
趙
岐
は
人
の
性
は
善
で
あ
り
、
人
に
不
善
を
さ
せ
る
の
は
、
「
利
欲
の
勢
」

だ
と
い
う
。
性
に
対
置
さ
れ
た
情
が
外
界
の
利
欲
に
感
応
し
、
不
善
を
な
す
、
す
な
わ
ち
【
資
料
二
】
「
善

悪
に
勝
つ
」
が

「
悪

善
に
勝
つ
」
の
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
述
べ
、
最
終
的
に
「
本
性

不
善
に
非
ざ
る
な
り
」
と
性
は
何
が
あ
っ

て
も
善
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
（
❷
）
。
趙
岐
は
「
利
欲
の
勢
」
と
い
う
情
が
感
応
す
る
話
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
孟

子
の
性
善
説
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
【
資
料
二
】
と
同
様
の
方
向
性
を
有
す
る
注
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

末
永
高
康
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
趙
岐
が
『
孟
子
』
を
注
す
る
際
に
導
入
し
た
性
を
善
・
情
を
悪
と
す
る
区
分
は
後
漢
時

代
に
お
い
て
常
識
で
あ
っ
た
。

（

）
19

【
資
料
四
】
情
性
と
は
、
何
の
謂
ぞ
や
。
性
は
、
陽
の
施
な
り
。
情
は
、
陰
の
化
な
り
。
人

陰
陽
の
気
を
稟
け
て
生

ま
る
、
故
に
内
に
五
性
六
情
を
懐
く
。
情
は
、
静
な
り
、
性
は
、
生
な
り
。
此
れ
人
の
六
気
を
稟
け
て
以

て
生
る
る
所
の
者
な
り
。
…
…
（
『
白
虎
通
』
情
性
）
。

（

）
20

【
資
料
五
】
情
は
、
人
の
陰
気
。
欲
有
る
者
な
り
。
心
に
从
ひ
青
の
声
。
性
は
、
人
の
陽
気
な
り
。
性
、
善
な
る
者
な

り
。
心
に
从
ひ
生
の
声
（
『
説
文
解
字
』
心
部
）
。

（

）
21
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【
資
料
四
】
・
【
資
料
五
】
は
、
い
わ
ゆ
る
性
陽
情
陰
説
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
森
三
樹
三
郎
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ

の
場
合
、
性
＝
陽
＝
善
、
情
＝
陰
＝
悪
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
採
用
さ
れ
る
解
釈
で
あ
る
と
い
う
事
実
自
体
が
、

（

）
22

後
漢
代
に
お
い
て
、
性
陽
（
善
）
情
陰
（
悪
）
説
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
趙
岐

は
、
極
め
て
普
遍
的
な
人
間
観
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
要
す
る
に
、
趙
岐
は
『
孟
子
』
本
文
の
わ
か
り
に
く
い

箇
所
を
後
漢
の
常
識
に
則
り
解
釈
し
、
性
と
情
に
切
り
分
け
た
上
で
注
を
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
後
漢
時
代
に
常
識
的
な
人
間
観
の
枠
組
み
と
し
て
、
性
三
品
説
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
人
間
を
上
智
・
中
人
・
下

（

）
23

愚
の
三
に
区
分
し
、
上
と
下
は
移
ら
ず
、
中
人
の
み
上
智
の
教
化
に
従
い
移
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
注

二
三
に
挙
げ
た
研
究
以
外
で
は
、
あ
ま
り
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
枠
組
み
で
あ
る
が
、
後
漢
時
代
の
資
料
に
は

散
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
趙
岐
も
そ
の
常
識
下
に
い
た
。

【
資
料
六
】
［
本
文
］
惻
隠
の
心
、
人

皆

之
れ
有
り
。
羞
悪
の
心
、
人

皆

之
れ
有
り
。
恭
敬
の
心
、
人

皆

之
れ

有
り
。
是
非
の
心
、
人

皆

之
れ
有
り
。
惻
隠
の
心
、
仁
な
り
。
羞
悪
の
心
、
義
な
り
。
恭
敬
の
心
、
礼

な
り
。
是
非
の
心
、
智
な
り
。
仁
・
義
・
礼
・
智
、
外
由
り
我
を
鑠
す
に
非
ざ
る
な
り
。
我

固
よ
り
之
れ

有
る
な
り
。
思
は
ざ
る
の
み
。
故
に
求
む
と
曰
へ
ば
則
ち
之
を
得
、
舎
つ
れ
ば
則
ち
之
を
失
ふ
。
或
い
は

相

倍
蓰
し
て
筭
無
き
者
、
其
の
才
を
尽
く
す
能
は
ざ
る
者
な
り
（
告
子
章
句
上
）
。

（

）
24

［
趙
注
］
仁
・
義
・
礼
・
智
、
人

皆

其
の
端
有
り
、
之
を
内
に
懐
き
、
外
よ
り
我
を
銷
鑠
す
る
に
非
ざ
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る
な
り
。
求
め
て
之
を
存
す
れ
ば
、
則
ち
得
て
之
を
用
ふ
可
し
。
之
を
舎
縦
す
れ
ば
、
則
ち
之
を
亡
失
す
。

故
に
人
の
善
悪
、
或
い
は
相

倍
蓰
し
、
或
い
は
筭
無
き
に
至
る
者
は
、
相

与
に
多
少
を
計
る
こ
と
能
は

ず
、
其
の
絶
遠
な
る
を
言
ふ
な
り
。
悪
の
乃
ち
是
に
至
る
所
以
の
者
、
自
ら
其
の
才
性
を
尽
く
す
能
は
ざ

れ
ば
な
り
。
故
に
使
し
悪
人
有
ら
ば
、
天
の
独
り
此
の
人
に
悪
性
を
与
ふ
る
に
非
ず
。
其
れ
下
愚
に
し
て

移
ら
ざ
る
者
有
る
な
り
。
譬
ふ
れ
ば
疾
を
被
り
成
ら
ざ
る
の
人
の
若
し
。
所
謂

童
昏
な
り
。

（

）
25

こ
の
『
孟
子
』
本
文
に
関
し
て
、
趙
岐
は
ほ
ぼ
本
文
に
従
っ
て
、
注
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
穏
当
な
解
釈
と
い
う
べ
き

で
、
あ
ま
り
独
自
性
が
で
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
簡
単
に
い
え
ば
、
仁
・
義
・
礼
・
智
の
四
端
は
人
の
内
に
存
在
す
る

も
の
で
あ
り
、
外
か
ら
こ
れ
を
溶
か
し
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
一
点
、

本
文
で
は
「
才
」
と
し
て
い
る
の
を
「
才
性
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
。

【
資
料
六
】
の
趙
注
で
着
目
す
べ
き
は
、
最
後
の
傍
線
部
「
い
っ
た
い
下
愚
で
あ
り
移
ら
な
い
も
の
が
い
る
。
た
と
え
れ

ば
、
「
疾
を
被
り
成
ら
ざ
る
の
人
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
童
昏
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
本

文
の
説
明
に
は
本
来
必
要
な
い
も
の
で
あ
る
。
注
に
よ
る
本
文
の
説
明
は
、
「
悪
の
乃
ち
是
に
至
る
所
以
の
者
、
自
ら
其
の
才

性
を
尽
く
す
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
使
し
悪
人
有
ら
ば
。
天
の
独
り
此
の
人
に
悪
性
を
与
ふ
る
能
は
ず
」
で
尽
く
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
趙
岐
は
、
「
下
愚
に
し
て
移
ら
ざ
る
者
」
を
持
ち
出
す
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
に
善
に
な
る
こ
と
の
な
い
絶
対
悪

な
る
存
在
と
い
う
性
三
品
説
に
お
け
る
下
愚
を
わ
ざ
わ
ざ
導
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
趙
岐
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
性
三
品
説

・

・

・

・
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は
当
然
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
た
め
、
『
孟
子
』
本
文
の
ま
ま
の
説
明
で
は
、
中
人
の
性
を
受
け
、
そ
の
の
ち
教
化
の
な
い
こ
と

に
よ
り
悪
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
と
絶
対
悪
の
下
愚
は
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
思
考
の
前
提
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
意
識
的
に
「
其
れ
」
以
下
を
挿
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
趙
岐
は
、
性
陽
（
善
）
情
陰
（
悪
）
説
・
性
三
品
説
を
常
識
と
し
て
受
け
れ
て
い
た
た
め
、
と
く
に
本
文
と

は
密
接
な
関
連
が
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
解
釈
し
自
身
の
注
を
著
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

さ
て
、
性
三
品
説
と
は
そ
も
そ
も
、
上
智
（
聖
人
）
の
教
化
に
よ
り
、
中
人
を
善
に
向
か
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

教
化
の
主
体
は
、
現
実
の
君
主
だ
っ
た
り
、
五
経
を
追
刪
定
し
た
孔
子
ら
い
に
し
え
の
聖
人
だ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
、
五

経
を
追
刪
定
し
た
孔
子
ら
い
に
し
え
の
聖
人
が
教
化
の
主
体
で
あ
る
。
後
漢
の
中
期
以
降
、
災
害
や
社
会
不
安
、
さ
ら
に
は

外
戚
及
び
宦
官
が
跋
扈
し
た
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
暗
い
時
代
に
生
き
た
趙
岐
は
、
彼
自
身
が
宦
官
の

禍
を
被
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
実
の
君
主
を
中
心
か
ら
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
後
述
）
。
こ
の
場
合
教
化
と
は
、
君

主
の
徳
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
な
る
た
め
、
経
書
学
習
を
通
じ
て
教
化
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
み
て
い
こ
う
。

（

）
26

【
資
料
七
】
［
本
文
］
仁
の
父
子
に
於
け
る
や
、
義
の
君
臣
に
於
け
る
や
、
礼
の
賓
主
に
於
け
る
や
、
知
の
賢
者
に
於
け
る

や
、
聖
人
の
天
道
に
於
け
る
や
、
命
な
り
。
性
有
り
、
君
子

命
と
謂
は
ざ
る
な
り
（
尽
心
章
句
下
）
。

（

）
27

［
趙
注
］
仁
者
は
恩
愛
を
以
て
父
子
に
施
す
を
得
、
義
者
は
義
理
を
以
て
君
臣
に
施
す
を
得
、
礼
を
好
む
者
は
礼

敬
を
以
て
賓
主
に
施
す
を
得
、
知
者
は
明
知
を
以
て
賢
を
知
り
善
に
達
す
る
を
得
、
聖
人
は
天
道
を
以
て
天
下
に
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王
た
る
を
得
た
り
。
此
れ
皆

命
禄
に
し
て
、
遭
遇
す
れ
ば
乃
ち
居
り
な
が
ら
に
し
て
之
を
行
ふ
を
得
、
遇
は
ざ

る
者
は
施
行
す
る
を
得
ず
。
然
れ
ど
も
亦
た
才
性
に
之
れ
有
り
。
故
に
用
ふ
可
き
な
り
。
凡
人
は
則
ち
之
を
命
禄

に
帰
し
、
天
に
在
る
の
み
と
し
、
復
た
性
を
治
め
ず
。
君
子
の
道
を
以
て
し
て
、
則
ち
仁
を
修
め
義
を
行
ひ
、
礼

を
修
め
知
を
学
び
、
聖
人
に
庶
幾
か
ら
ん
と
し
て
亹
亹
と
し
て
倦
ま
ず
、
但
だ
坐
し
て
命
を
聴
く
の
み
な
ら
ず
。

故
に
君
子

命
と
謂
は
ず
と
曰
ふ
な
り
。

（

）
28

趙
注
に
よ
れ
ば
、
「
仁
者
」
・
「
義
者
」
・
「
好
礼
者
」
・
「
知
者
」
・
「
聖
人
」
で
あ
る
こ
と
は
、
「
命
禄
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
遇

え
ば
何
も
し
な
く
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
遇
わ
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
命
禄
」
も
ち

ろ
ん
寿
命
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
富
貴
貧
賤
の
命
に
近
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
趙
岐
は
さ
ら
に
論
を
進
め
、

（

）
29

「
然
れ
ど
も
亦
た
才
性
に
之
れ
有
り
」
と
い
い
、
「
命
禄
」
と
同
様
に
、
才
性
に
も
仁
・
義
・
礼
・
智
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ

は
性
に
善
の
根
拠
と
し
て
仁
・
義
・
礼
・
智
の

端

が
宿
る
と
す
る
四
端
説
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
特

き
ざ
は
し

に
注
目
す
べ
き
は
、
「
凡
人
は
「
命
禄
」
が
天
に
在
る
も
の
と
し
、
自
身
の
性
（
仁
・
義
・
礼
・
智
）
を
修
め
な
い
が
、
君
子

は
君
子
の
道
を
用
い
、
仁
を
修
め
義
を
行
い
礼
を
修
め
知
を
学
び
、
聖
人
に
近
づ
こ
う
と
し
て
努
め
て
や
ま
ず
、
坐
し
て
天

命
を
聞
く
だ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
趙
岐
は
、
人
間
そ
れ
自
身
が
性
を
修
め
（
＝
仁
を
修
め
義
を

行
い
礼
を
修
め
知
を
学
ぶ
）
、
聖
人
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と
い
う
不
断
の
努
力
の
必
要
性
を
強
調
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
述

べ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
趙
岐
は
聖
人
に
格
別
な
地
位
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
孟
子
』
本
文
だ
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け
み
る
と
、
他
と
の
明
確
な
差
違
は
見
え
ず
、
そ
も
そ
も
『
孟
子
』
告
子
上
「
聖
人

我
と
類
を
同
じ
く
す
る
者
な
り
」
・
離

婁
下
「
堯
舜

人
と
同
じ
き
の
み
」
・
離
婁
下
「
舜
も
人
な
り
、
我
も
亦
た
人
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
孟
子
』
自
体
に
は
、

「
人
は
み
な
堯
舜
の
よ
う
な
聖
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
的
な
思
想
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
個
人
の
修
養
を
重
視
し
て
い
た（

。
し
か
し
趙
岐
は
、
こ
こ
の
『
孟
子
』
本
文
に
は
一
行
た
り
と
も
書
い
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
聖
人
に
庶
幾
か
ら
ん

）
30

と
し
て
亹
亹
と
し
て
倦
ま
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
確
に
聖
人
と
君
子
の
差
等
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
後

漢
の
思
想
家
が
聖
人
と
君
子
に
対
し
て
明
確
な
一
線
を
引
く
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
が
あ
り
、
前
掲
注
二
六
の
拙
稿

（

）
31

で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
趙
岐
が
性
三
品
説
の
受
容
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
君
子
と

は
、
性
三
品
説
に
お
い
て
は
、
主
体
的
に
経
典
を
学
ぶ
と
い
う
努
力
を
通
じ
て
い
に
し
え
の
聖
人
、
孔
子
の
教
化
を
受
け
る

中
人
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

で
は
、
「
性
を
治
め
る
」
た
め
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
経
典
学
習
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
【
資
料
七
】
［
趙
注
］
に
よ
れ
ば
、

「
仁
を
修
め
義
を
行
い
礼
を
修
め
知
を
学
ぶ
」
の
が
「
性
を
治
め
る
」
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
「
仁
を
修
め
義
を
行
い
礼
を
修

め
知
を
学
ぶ
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
そ
れ
は
当
時
一
般
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
経
典
学
習
に
他
な
ら
な

い
。
そ
も
そ
も
楊
雄
『
法
言
』
学
行
篇
に
、
「
学
と
は
、
性
を
修
む
る
所
以
な
り
（
学
者
、
所
以
修
性
也
）
」
と
あ
り
、
ま
た

『
白
虎
通
』
辟
雍
篇
に
、
「
故
に
学
は
以
て
性
を
治
め
、
慮
は
以
て
情
を
変
ふ
。
故
に
玉

琢
か
ざ
れ
ば
器
を
成
さ
ず
、
人

学

ば
ざ
れ
ば
義
を
知
ら
ず
（
故
学
以
治
性
、
慮
以
変
情
。
故
玉
不
琢
不
成
器
、
人
不
学
不
知
義
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
も
そ
も

学
問
は
「
性
を
治
め
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
趙
岐
は
そ
の
よ
う
な
学
問
に
つ
い
て
注
を
附
し
て
い
る
。

（

）
32
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【
資
料
八
】
［
本
文
］
孟
子
曰
く
、
君
子

深
く
之
に
造
る
に
道
を
以
し
、
其
の
自
づ
か
ら
之
を
得
ん
と
欲
す
る
な
り

（
離
婁
章
句
下
）
。

（

）
33

［
趙
注
］
造
、
致
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は

❶

君
子
の
学
問
の
法
、
深
く
之
を
極
竟
め
て
以
て
道
の
意
を
知
る

き

は

に
致
ら
ん
と
欲
し
、
己
を
し
て
其
の
原
本
を
得
し
め
ん
と
欲
す
。
性
の
自
づ
か
ら
之
を
有
す
る
が
如
き
な

い
た

も

と

り
。
故
に
其
の
自
ら
之
を
得
ん
と
欲
す
と
曰
ふ
の
み
。

（

）
34

【
資
料
九
】
［
本
文
］
孟
子
曰
く
、
博
く
学
び
て
詳
く
し
て
之
を
説
き
、
将
に
以
て
反
り
て
約
を
説
か
ん
と
す
る
な
り

つ

（
離
婁
章
句
下
）
。

（

）
35

［
趙
注
］
博
は
、
広
な
り
。
詳
は
、
悉
な
り
。

❷

広
く
学
び
て
其
の
微
言
を
悉
く
し
て
之
を
説
く
者
は
、
将

に
以
て
約
し
て
其
の
要
を
説
か
ん
と
す
。
意

尽
く
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
要
言
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な

り
。

（

）
36

ま
ず
、
❷
に
あ
る
「
微
言
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
「
昔
仲
尼

沒
し
て
微
言

絶
え
、
七
十
子

喪
し
て
大
義

乖
る
。
故
に
春
秋

分
か
れ
て
五
と
為
り
、
詩

分
か
れ
て
四
と
為
り
、
易
に
数
家
の
伝
有
り
（
昔
仲
尼
沒
而
微
言
絶
、
七
十

子
喪
而
大
義
乖
。
故
春
秋
分
為
五
、
詩
分
為
四
、
易
有
数
家
之
伝
）
〈
『
漢
書
』
巻
三
十

芸
文
志
〉
」
と
あ
る
所
の
「
微
言
」

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
微
言
」
が
記
し
て
あ
る
の
は
、
孔
子
が
刪
定
し
た
五
経
で
あ
る
た
め
、
❷
は
「
広
く
（
経
書
）
を
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学
ん
で
そ
の
微
言
を
詳
細
に
尽
く
し
こ
れ
を
解
く
も
の
は
、
約
し
て
そ
の
要
点
を
説
こ
う
と
す
る
」
と
な
る
。
で
は
❶
に
あ

る
「
道
の
意
」
の
「
道
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
『
孟
子
』
の
中
で
も
こ
の
箇
所
は
抽
象
度
の
高
い
議
論
が
展
開
さ
れ
る

所
で
あ
る
が
、
経
文
の
「
道
」
は
、
宇
野
精
一
氏
が
注
す
る
よ
う
に
、
「
方
法
」
と
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
趙
注
は
、

（

）
37

「
君
子
の
学
問
の
法
、
深
く
之
を
極
竟
め
て
以
て
道
の
意
を
知
る
に
致
ら
ん
と
欲
」
す
と
あ
り
、
趙
岐
の
言
う
「
君
子
の
学

き

は

い
た

問
の
法
」
が
経
文
の
「
道
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
方
法
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
深
く
之
を
極
竟
め
て
以
て
道
の
意
を
知
る
に
致

き

は

い
た

ら
ん
と
欲
」
す
の
「
道
」
は
、
至
る
た
め
に
用
い
る
方
法
で
は
な
く
、
知
ら
れ
る
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
偽
孫
奭

『
孟
子
正
義
』
は
道
に
つ
い
て
あ
ま
り
語
ら
な
い
が
、
焦
循
『
孟
子
正
義
』
巻
十
六

離
婁
章
句
下
は
、
「
［
正
義
］
一
陰
一
陽

（

）
38

之
を
道
と
謂
ふ
。
道
と
は
、
反
復
変
通
す
る
者
な
り
。
博
く
学
び
て
深
く
造
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
精
し
く
す
る
こ
と
能
は
ず

（
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
道
者
、
反
復
変
通
者
也
。
博
学
而
不
深
造
、
則
不
能
精
。
）
」
と
い
い
、
「
［
正
義
］
生
知
の
聖
と
雖
も
、

必
ず
書
を
読
み
て
古
を
好
む
。
既
に
博
学
に
由
り
て
深
く
之
に
造
る
に
道
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
能
く
古
聖
の
道
に
通
じ
て
、

而
し
て
洞
く
其
の
本
原
に
達
す
。
而
し
て
古
聖
の
道
、
性
と
相

融
す
。
此
れ
自
づ
か
ら
之
を
得
る
な
り
。
所
謂

性
の
自
づ

ふ
か

か
ら
之
れ
有
る
が
如
き
な
り
。
性
の
自
づ
か
ら
之
れ
有
る
が
如
し
、
故
に
之
に
居
る
こ
と
安
し
。
凡
そ
之
字

皆

学
ぶ
所
を

こ
れ

指
し
て
言
ふ
。
未
だ
自
づ
か
ら
得
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
道

性
と
融
せ
ず
、
其
の
変
に
通
じ
て
其
の
宜
に
協
ふ
能
は
ず
。

道

性
と
隔
れ
、
性

道
と
睽
く
、
故
に
之
に
居
る
こ
と
安
ん
ぜ
ず
。
既
に
自
づ
か
ら
得
て
之
に
居
る
こ
と
安
ん
ず
れ
ば
、
則

そ
む

ち
古
聖
の
道
を
取
る
。
即
ち
吾
の
性
を
取
る
こ
と
、
浅
く
口
耳
の
間
に
襲
ふ
に
非
ず
、
強
ひ
て
形
似
の
迹
に
擬
ふ
に
非
ず
、

故
に
之
を
資
る
こ
と
深
き
な
り
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
焦
循
は
趙
注
の
「
道
」
を
「
古
聖
の
道
」
と
言
い
換
え
て
い

（

）
39
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る
こ
と
が
わ
か
る
。
焦
循
『
孟
子
正
義
』
中
に
お
い
て
「
古
聖
の
道
」
は
こ
こ
一
カ
所
で
し
か
用
い
ら
れ
な
い
た
め
、
焦
循

に
と
っ
て
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
完
全
に
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
、
趙
注
に
お
い
て
、
「
堯
舜

の
道
（
梁
惠
王
章
句
上
）
」･

「
先
王
の
道
（
離
婁
章
句
上
）
」･

「
聖
王
の
道
（
滕
文
公
章
句
下
）
」
な
ど
と
言
及
さ
れ
る

「
道
」
で
あ
ろ
う
。
【
資
料
一
二
】
［
趙
注
］
に
お
け
る
「
道
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
道
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
「
道
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
然
経
書
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
趙
岐
は
後
漢
時

代
に
お
け
る
他
の
す
べ
て
の
知
識
人
と
同
様
に
経
典
学
習
す
る
こ
と
を
通
し
、
仁
を
修
め
義
を
行
い
礼
を
修
め
知
を
学
び
、

（

）
40

性
を
治
め
る
こ
と
を
「
君
子
の
道
」
と
し
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
聖
人
に
近
づ
く
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
孟

子
の
生
き
た
時
代
に
五
（
六
）
経
が
成
立
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
趙
岐
は
、

「
（
孟
子
は
）
儒
述
の
道
を
治
め
、
五
経
に
通
じ
、
尤
も
詩･

書
に
長
ず
（
治
儒
述
之
道
、
通
五
経
、
尤
長
於
詩･

書
）
〈
孟
子

題
辞
〉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孟
子
は
五
経
に
通
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
。

上
記
し
て
き
た
よ
う
に
、
趙
岐
は
後
漢
の
常
識
で
あ
る
性
三
品
説
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
経
典
学
習
を
通
じ
て
、
聖
人
の
教

化
を
受
け
、
聖
人
に
近
づ
け
る
よ
う
に
修
養
す
べ
き
だ
と
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
誰
も
が
聖
人
を
目
指
せ
る
と

い
う
『
孟
子
』
本
文
の
主
張
と
は
、
少
し
く
異
な
る
の
だ
が
、
性
三
品
説
が
「
聖
人
の
教
化
を
受
け
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
以
上
、
と
く
に
矛
盾
な
く
成
立
す
る
。

翻
っ
て
、
先
に
残
し
た
課
題
で
あ
る
「
才
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
漢
の
主

流
な
官
吏
登
用
制
度
で
あ
る
孝
廉
は
、
「
性
（
道
徳
性
）
が
優
れ
て
い
れ
ば
才
（
能
力
）
も
優
れ
て
い
る
は
ず
」
と
い
う
前
提



- 17 -

趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
見
え
る
人
間
観

（
長
谷
川
）

の
下
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
後
漢
の
中
期
頃
か
ら
徐
々
に
崩
れ
、
性
と
才
が
分
離
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

（

）
41

曹
操
の
唯
才
主
義
を
経
て
、
才
性
四
本
論
へ
と
到
達
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
知
識
人
た
ち
は
性
才
一
致
の
原
則
を
信
じ

て
い
た
の
だ
が
、
性
と
才
を
弁
別
し
て
考
え
る
、
書
き
表
す
と
い
う
傾
向
自
体
は
、
後
漢
中
期
以
降
徐
々
に
進
ん
で
い
っ
た
。

趙
岐
も
こ
の
過
程
に
位
置
づ
け
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
見
て
い
き
た
い
。

【
資
料
六
】
［
本
文
］
惻
隠
の
心
、
人

皆

之
れ
有
り
。
…
…
其
の
才
を
尽
く
す
能
は
ざ
る
者
な
り
（
告
子
章
句
上
）
。

［
趙
注
］
仁
・
義
・
礼
・
智
、
人

皆

其
の
端
有
り
…
…
悪
の
乃
ち
是
に
至
る
所
以
の
者
、
自
ら
其
の
才

性
を
尽
く
す
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。

【
資
料
七
】
［
本
文
］
仁
の
父
子
に
於
け
る
や
、
…
…
性
有
り
、
君
子

命
と
謂
は
ざ
る
な
り
（
尽
心
章
句
下
）
。

［
趙
注
］
仁
者
は
恩
愛
を
以
て
父
子
に
施
す
を
得
、
…
…
然
れ
ど
も
亦
た
才
性
に
之
れ
有
り
…
…
。

【
資
料
一
〇
】
［
本
文
］
孟
子
曰
く
、
富
歳
に
は
、
子
弟

頼
な
る
も
の
多
し
。
凶
歳
に
は
、
子
弟

暴
な
る
も
の
多
し
。

天
の
才
を
降
す
こ
と
、
爾
く
殊
な
る
に
非
ざ
る
な
り
。
其
の
其
の
心
を
陥
溺
す
る
所
以
の
者
の
然
る
な
り

し
か

（
告
子
章
句
上
）
。

（

）
42

［
趙
注
］
富
歳
、
豊
年
な
り
。
凶
歳
、
饑
饉
な
り
。
子
弟
、
凡
人
の
子
弟
な
り
。
頼
、
善
な
り
。
暴
、
悪

な
り
。
天
の
才
性
を
降
下
す
る
こ
と
、
之
と
異
な
る
に
非
ざ
る
な
り
、
饑
寒
の
阨
を
以
て
其
の
心
を
陥
溺

し
、
悪
な
る
者
と
為
さ
し
む
る
な
り
。

（

）
43
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傍
線
部
を
み
れ
ば
一
目
了
然
で
あ
る
が
、
『
孟
子
』
本
文
の
「
性
」
も
し
く
は
「
才
」
と
い
う
語
を
「
才
性
」
と
言
い
換
え

て
い
る
。
と
く
に
【
資
料
一
〇
】
を
取
り
上
げ
る
と
、
『
孟
子
』
本
文
「
天
が
才
を
降
す
」
だ
け
で
な
く
、
趙
注
「
天
が
才

（
能
力
）
と
性
（
道
徳
性
）
を
降
す
」
と
書
き
表
す
こ
と
で
、
『
孟
子
』
本
文
で
は
、
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
「
才
」
と

・

・

・

・

「
性
」
を
し
っ
か
り
と
弁
別
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
次
の
資
料
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
よ
り
明
確
に

み
え
る
。

【
資
料
一
一
】
［
本
文
］
曰
く
、
其
の
人
と
為
り
や
小
し
く
才
有
り
、
未
だ
君
子
の
大
道
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
さ
す
れ

す
こ

ば
則
ち
以
て
其
の
軀
を
殺
す
に
足
る
の
み
（
尽
心
章
句
下
）
。

（

）
44

［
趙
注
］
孟
子

門
人
に
答
へ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
括
の
人
と
為
り
、
小
し
く
才
慧
有
る
も
、
而
れ
ど
も
未
だ

君
子
の
仁
義
謙
順
の
道
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
適
に
以
て
其
の
身
を
害
す
る
に
足
る
な
り
。

（

）
45

『
孟
子
』
本
文
「
小
し
く
才
有
り
」
を
趙
岐
は
そ
の
ま
ま
「
小
し
く
才
慧
有
」
り
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
盆
成
括
に

す
こ

は
小
さ
い
才
能
は
あ
る
が
、
「
仁
義
謙
順
の
道
」
の
よ
う
な
性
に
類
す
る
、
上
に
述
べ
た
「
性
を
治
め
る
」
類
い
の
こ
と
は
知

ら
な
い
と
趙
岐
は
解
釈
し
て
い
る
。
「
才
」
と
「
性
」
を
弁
別
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
才
」
と
「
性
」
に
ズ
レ
が
生
じ
る
可

能
性
を
示
唆
す
る
資
料
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
「
経
典
を
通
じ
て
い
に
し
え
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の
聖
人
の
教
化
を
受
け
る
」
と
い
う
論
理
で
性
三
品
説
が
成
り
立
つ
限
り
、
ど
う
し
て
も
個
人
の
努
力
が
必
要
に
な
る
わ
け

で
あ
り
、
性
だ
け
で
な
く
、
「
才
を
益
す
所
以
」
で
も
あ
る
学
問
を
し
て
い
け
ば
、
「
才
」
と
「
性
」
は
自
ず
か
ら
分
離
化
傾

（

）
46

向
を
も
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
趙
岐
も
ま
た
、
後
漢
中
期
の
王
符
か
ら
の
流
れ
と
同
様
、
性
才
分
離
の
過
程
に
し
っ
か

り
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（

）
47

以
上
本
章
で
は
、
趙
注
に
見
え
る
性
陽
情
陰
説
、
性
三
品
説
、
性
三
品
説
に
付
随
す
る
経
典
学
習
、
さ
ら
に
趙
岐
が
性
才

分
離
の
過
程
に
位
置
づ
く
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
全
体
と
し
て
は
、
他
の
後
漢
の
思
想
家
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ

は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
と
く
に
性
三
品
説
に
つ
い
て
は
、
全
く
関
係
の
無
い
文
脈
で
挿
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
趙
岐

が
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
現
実
的
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
趙

岐
の
思
想
が
立
体
的
に
み
え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
ゆ
え
に
次
章
で
は
、
彼
が
『
孟
子
章
句
』
を
執
筆
し
た
現
実
的
背
景
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

三

趙
岐
の
立
場

趙
岐
は
『
後
漢
書
』
列
伝
五
十
四
に
立
伝
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
孟
子
章
句
』
に
は
「
孟
子
題
辞
」
と
い
う
序
が
附
さ
れ

て
い
る
。
以
下
み
て
い
き
た
い
。
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【
資
料
一
二
】
余

西
京
に
生
ま
れ
、
世
々
丕
祚
を
尋
ぎ
、
自
づ
か
ら
来
た
る
有
り
。
少
き
よ
り
義
方
の
訓
を
蒙
り
、

典
文
に
渉
る
。
知
命
の
際
、
天
に
嬰
戚
し
、
屯
に
遘
ひ
蹇
に
離
り
、
姓
を
詭
り
身
を
遁
れ
、
八
紘
の
内
に

あ

か
か

経
営
す
る
こ
と
、
十
有
余
年
な
り
。
心
は
勦
れ
形
は
瘵
れ
、
何
ぞ
勤
む
る
こ
と
焉
の
如
き
や
。
嘗
て
済
岱

つ
か

つ
か

の
間
に
息
肩
弛
担
し
、
或
い
は
温
故
知
新
す
る
有
り
。
雅
徳
の
君
子
、
我
が
劬
瘁
を

矜

み
、
我
が
皓
首
を

あ
わ
れ

睠
ひ
、
論
を
訪
ね
古
を
稽
へ
、
慰
む
る
に
大
道
を
以
て
す
。
余

困
吝
の
中
、
精
神

遐
く
漂
ひ
、
済
集
す

お
も

と
お

る
所
靡
し
。
聊
か
志
を
翰
墨
に
係
け
て
、
以
て
思
を
乱
め
老
を
遺
る
る
を
得
ん
と
欲
す
る
な
り
。
惟
だ
六

お
さ

わ
す

籍
の
学
、
先
覚
の
士

釈
し
て
之
を
弁
ず
る
者

既
已
に
詳
ら
か
な
り
。
儒
家

惟
だ
孟
子
の
閎
遠
微
妙
に
し

す

で

て
、
縕
奥
の
見
難
き
こ
と
有
れ
ば
、
宜
し
く
条
理
の
科
に
在
る
べ
し
。
是
に
於
て
乃
ち
已
に
聞
く
所
を
述

べ
、
証
す
る
に
経
伝
を
以
て
し
、
之
が
章
句
を
為
り
、
具
に
本
文
を
載
せ
、
其
の
旨
を
章
別
し
、
分
か
ち

て
上
・
下
と
為
す
こ
と
、
凡
そ
十
四
巻
。
究
め
て
之
を
言
へ
ば
、
敢
て
以
て
当
に
達
す
べ
か
ら
ざ
る
者
、

新
学
を
施
し
て
、
以
て
疑
を
寤
り
惑
を
弁
ず
可
し
。
愚
も
亦
た
未
だ
能
く
是
非
に
審
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
後

の
明
な
る
者

其
の
違
闕
を
見
、
儻
い
は
改
め
て
諸
を
正
す
も
、
亦
た
宜
べ
な
ら
ず
や
（
「
孟
子
題
辞
」
）
。

（

）
48

【
資
料
一
三
】
趙
岐

字
は
邠
卿
、
京
兆
長
陵
の
人
な
り
。
…
…
是
れ
よ
り
先

中
常
侍
の
唐
衡
の
兄
た
る
玹

京
兆
虎

牙
都
尉
と
為
る
に
、
郡
人

玹
の
進
は
徳
に
由
ら
ざ
る
を
以
て
、
皆

之
を
軽
侮
す
。
岐
及
び
従
兄
の
襲

又

数
々
貶
議
を
為
せ
ば
、
玹

深
く
毒
恨
す
。
延
熹
元
（
一
五
八
）
年
、
玹

京
兆
尹
と
為
る
に
、
岐

禍
の
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及
ぶ
を
懼
れ
、
乃
ち
従
子
の
戩
と
之
を
逃
避
す
。
玹

果
た
し
て
岐
の
家
属
宗
親
を
収
へ
、

陥

る
る
に
重

お
と
し
い

法
を
以
て
し
、
尽
く
之
を
殺
す
。
岐

遂
に
難
を
四
方
に
逃
れ
、
江
・
淮
・
海
・
岱
、
歴
ざ
る
所
靡
し
。
自

ら
姓
名
を
匿
し
、
餅
を
北
海
市
中
に
売
る
。
時
に
安
丘
の
孫
嵩

年
二
十
余
に
し
て
、
市
に
遊
び
て
岐
を
見

る
に
、
非
常
の
人
な
る
を
察
し
、
車
を
停
め
て
呼
び
て
与
共
に
載
せ
し
む
。
岐

懼
れ
て
色
を
失
ひ
、
嵩

と

も

乃
ち
帷
を
下
ろ
し
、
騎
を
し
て
行
人
を

屏

け
し
む
。
密
か
に
岐
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
子
を
視
る
に
餅
を
売

し
り
ぞ

る
者
に
非
ず
。
又

相

問
ひ
て
色

動
く
。
重
怨
有
ら
ず
ん
ば
、
即
ち
亡
命
な
る
か
。
我

北
海
の
孫
賓
石

な
り
。
闔
門
百
口
、
埶
と
し
て
能
く
相

済
は
ん
」
と
。
岐

素
よ
り
嵩
の
名
を
聞
け
ば
、
即
ち
実
を
以
て

之
に
告
げ
、
遂
に
以
て
俱
に
帰
る
。
嵩

先
づ
入
り
て
母
に
白
し
て
曰
く
、
「
出
行
す
る
に
、
乃
ち
死
友
を

得
た
り
」
と
。
迎
へ
入
れ
て
堂
に
上
せ
、
之
を
饗
し
て
歓
を
極
く
す
。
岐
を
複
壁
の
中
に
蔵
す
こ
と
数
年
、

岐

戹
屯
歌
二
十
三
章
を
作
る
（
『
後
漢
書
』
列
伝
五
十
四

趙
岐
伝
）
。

（

）
49

【
資
料
一
二
】
は
「
孟
子
題
辞
」
の
後
半
部
分
、
【
資
料
一
三
】
は
『
後
漢
書
』
趙
岐
列
伝
の
前
半
部
分
で
あ
る
。
一
見
す

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
【
資
料
一
二
】
・
【
資
料
一
三
】
の
内
容
は
、
明
ら
か
に
照
合
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
【
資
料
一

二
】
「
嘗
て
済
岱
の
間
に
息
肩
弛
担
し
～
慰
む
る
に
大
道
を
以
て
す
」
に
お
け
る
「
雅
徳
の
君
子
」
は
、
焦
循
『
孟
子
正
義
』

も
「
安
丘
の
孫
嵩
を
謂
ふ
な
り
（
謂
安
丘
孫
嵩
也
）
〈
巻
一

孟
子
題
辞
〉
」
と
い
う
よ
う
に
、
孫
嵩
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
『
孟
子
章
句
』
は
、
【
資
料
一
三
】
延
熹
元
（
一
五
八
）
年
に
逃
亡
生
活
を
始
め
、
孫
嵩
に
出
会
い
一
旦
の
安
寧
を
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得
て
「
複
壁
の
中
」
で
生
活
を
し
て
い
た
間
に
、
【
資
料
一
三
】
「
聊
か
志
を
翰
墨
に
係
け
て
、
以
て
思
を
乱
め
老
を
遺
る
る

お
さ

わ
す

を
得
ん
と
欲
」
し
た
た
め
、
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
延
熹
元
年
当
時
に
お
い
て
唐
衡
を
始
め
と
し
た
宦
官
が
絶
大
な

権
力
を
握
り
私
物
化
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
言
を
俟
た
な
い
が
、
趙
岐
も
多
分
に
漏
れ
ず
、
唐
衡
の
兄
の
唐
玹
が
京
兆
尹
と

（

）
50

な
っ
た
後
、
逃
亡
生
活
を
開
始
し
た
。
結
局
北
海
で
餅
売
り
を
し
て
い
る
と
き
に
、
孫
嵩
と
出
会
い
匿
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

【
資
料
一
二
】
「
精
神

遐
く
漂
ひ
、
済
集
す
る
所
靡
し
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
期
間
に
『
孟
子
章
句
』
を

と
お

執
筆
し
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
と
き
の
趙
岐
の
心
情
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
【
資
料
一
三
】
「
屯
に
遘
ひ
蹇
に

あ

離
り
、
姓
を
詭
り
身
を
遁
」
れ
、
「
心
は
勦
れ
形
は
瘵
」
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
彼
は
『
孟
子
章
句
』
の
他
に
、
戹
屯
歌
を
作

か
か

つ
か

つ
か

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
彼
が
性
三
品
説
を
本
来
全
く
関
係
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
【
資
料

・

・

・

・

六
】
に
「
下
愚
」
を
入
れ
込
ん
だ
理
由
も
わ
か
ろ
う
。

要
す
る
に
、
宦
官
に
よ
り
追
い
込
ま
れ
た
趙
岐
は
、
絶
対
的
な
悪
の
存
在
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も

・

・

・

・

・

ち
ろ
ん
、
性
三
品
説
が
常
識
だ
か
ら
入
れ
込
ん
だ
と
い
う
の
も
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
司
空
掾
に
辟
召

さ
れ
、
皮
氏
（
県
）
長
と
な
り
、
郡
太
守
が
中
常
侍
左
悺
の
兄
た
る
左
勝
に
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
厭
い
京

兆
に
帰
郷
し
て
も
、
落
後
す
る
こ
と
な
く
、
在
地
豪
族
の
代
表
格
が
任
じ
ら
れ
る
功
曹
と
な
る
よ
う
な
名
実
兼
ね
備
え
た
清

（

）
51

廉
な
自
分
が
、
薄
汚
れ
た
宦
官
た
ち
に
よ
っ
て
、
逃
亡
生
活
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
経
歴
自
体
に
、
誰
が
何
を
ど
う
し
て

も
改
変
す
る
こ
と
で
き
な
い
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
邪
悪
な
人
間
―
―
下
愚
―
―
を
入
れ
込
ん
だ
理
由
が
存
在
す
る
。
そ
し

て
、
宦
官
を
信
任
し
、
好
き
勝
手
に
や
ら
せ
て
い
る
君
主
を
中
心
よ
り
信
じ
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
か
っ
た
こ
と
、
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容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
趙
岐
は
、
現
実
の
不
条
理
に

苛

ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
す
べ
て
に
絶
望
を
し
て
い
た
わ
け
で

さ
い
な

は
な
い
。
【
資
料
七
】
「
君
子
の
道
を
以
て
し
て
、
則
ち
仁
を
修
め
義
を
行
ひ
、
礼
を
修
め
知
を
学
び
、
聖
人
に
庶
幾
か
ら
ん

と
し
て
亹
亹
と
し
て
倦
ま
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
中
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
有
す
る
四
端
を
経
典
学
習
を
通
じ
て
延
ば

し
、
聖
人
に
近
づ
こ
う
と
努
力
す
る
君
子
と
な
る
。
本
稿
で
あ
げ
る
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
上
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
『
孟
子

章
句
』
全
体
を
み
れ
ば
、
「
下
愚
」
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
一
カ
所
で
あ
る
も
の
の
、
【
資
料
七
】
の
よ
う
な
、
人
間
の
可
能

性
を
開
い
て
い
く
箇
所
に
附
さ
れ
る
注
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
、
『
孟
子
』
自
体
が
、
「
人
は
み
な
堯
舜

の
よ
う
な
聖
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
人
間
の
可
能
性
を
基
本
的
に
は
信
じ
る
書
物
で
あ
る
こ
と
が
、
趙
岐
の
思

想
に
適
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
絶
望
の
淵
に
い
な
が
ら
も
、
な
お
人
間
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
た
趙
岐
に
、
『
孟
子
』

は
最
適
な
書
物
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
確
か
に
、
【
資
料
一
二
】
に
「
六
籍
の
学
、
先
覚
の
士

釈
し
て
之
を
弁
ず
る
者

既
已
に
詳
ら
か
」
と
あ
り
、
こ

す

で

れ
を
み
る
に
、
積
極
的
に
『
孟
子
』
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
孟
子
の
閎
遠
微
妙
に
し
て
、
縕
奥
の
見
難
き
こ

と
有
れ
ば
、
宜
し
く
条
理
の
科
に
在
る
べ
」
き
で
あ
る
か
ら
だ
と
も
い
う
。
「
条
理
」
は
「
す
じ
み
ち
・
脈
絡
」
と
い
っ
た
意

味
で
あ
り
、
前
段
で
六
籍
の
話
を
し
て
い
る
の
で
、
偽
孫
奭
『
孟
子
正
義
』
が
「
儒
家
に
独
り
孟
子
七
篇
の
書
有
り
。
其
の

理

蘊
奥
深
妙
に
し
て
造
り
難
け
れ
ば
、
宜
し
く
聖
智
条
理
の
科
に
在
る
べ
し
（
於
儒
家
独
有
孟
子
七
篇
之
書
。
其
理
蘊
奥
深

い
た

妙
難
造
、
宜
在
於
聖
智
条
理
之
科
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
条
理
の
科
」
は
「
六
籍
の
と
も
が
ら
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
趙
岐
は
自
身
で
「
七
十
子
の
疇
、
夫
子
の
言
ふ
所
を
会
集
し
て
、
以
て
論
語
を
為
る
。
論
語
と
は
、
五
経
の
錧
鎋
、
六
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芸
の
喉
衿
な
り
。
孟
子
の
書
、
則
り
て
之
に
象
る
（
七
十
子
之
疇
、
会
集
夫
子
所
言
、
以
為
論
語
。
論
語
者
、
五
経
之
錧
鎋
、

六
芸
之
喉
衿
也
。
孟
子
之
書
、
則
而
象
之
）
〈
孟
子
題
辞
〉
」
と
述
べ
る
よ
う
に
『
論
語
』
に
傚
っ
た
『
孟
子
』
（
の
内
容
）
は

深
遠
に
し
て
微
妙
で
あ
り
、
奥
底
が
見
が
た
い
の
で
、
「
条
理
の
科
に
在
る
べ
」
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
後
漢
代
に
は
『
論

語
』
も
合
わ
せ
て
「
七
経
」
と
言
わ
れ
た
が
、
趙
岐
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
『
孟
子
』
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま

（

）
52

り
、
趙
岐
は
『
孟
子
』
を
「
七
経
」
に
匹
敵
す
る
も
の
と
捉
え
た
上
で
、
な
お
人
間
の
可
能
性
へ
の
思
想
に
同
意
し
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

四

お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、
趙
注
の
思
想
性
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
と
く
に
性
陽
情
陰
説
、
性

三
品
説
、
性
三
品
説
に
付
随
す
る
経
典
学
習
、
さ
ら
に
趙
岐
が
性
才
分
離
の
過
程
に
位
置
づ
く
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
の
背
景
に
、
下
愚
の
絶
対
悪
と
し
て
の
宦
官
と
い
う
存
在
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
『
孟
子
』
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
人
間
の
可
能
性
へ
の
思
想
に
同
意
し
、
「
章
句
」
を
附
し
た
と
し
た
。
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
み
え
る
趙
岐
自
身
の

思
想
に
つ
い
て
は
、
従
来
さ
し
て
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
に
よ
り
、
後
漢
思
想
史
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

［
付
記
］
本
研
究
は
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
（2

0
2
1
C
-
0
7
2

）
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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（
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谷
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［
注
］

（

）
た
と
え
ば
、
『
老
子
』
王
弼
注
な
ど
。
な
お
、
本
稿
の
底
本
に
は
、
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
『
孟
子
注
疏
』
（
北
京
大
学

1
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
使
用
し
た
。

（

）
林
慶
彰
「
両
漢
章
句
之
学
重
探
」
（
林
慶
彰
編
『
中
国
経
学
史
論
文
選
集
（
上
）
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
・
王
葆

2
玹
『
今
古
文
経
学
新
論
』
第
一
章
八
「
伝
・
説
・
記
和
章
句
的
著
述
形
式
」
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど

を
参
照
。

（

）
王
曰
、
然
。
誠
有
百
姓
者
。
齊
國
雖
褊
小
、
吾
何
愛
一
牛
。
即
不
忍
其
觳
觫
若
無
罪
而
就
死
地
。
故
以
羊
易
之
也
（
梁
惠

3
王
章
句
上
）
。

（

）
王
曰
、
亦
誠
有
百
姓
所
言
者
矣
。
吾
国
雖
小
、
豈
愛
借
一
牛
之
財
費
哉
。
即
見
其
牛
哀
之
、
釁
鍾
又
不
可
廃
。
故
易
之
以

4
羊
耳
。

（

）
郭
偉
宏
『
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
研
究
』
（
広
陵
書
社
、
二
〇
一
四
年
）
。

5
（

）
杜
敏
『
趙
岐

朱
熹
『
孟
子
』
注
釈
伝
意
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

6
（

）
本
田
済
「
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
思
想
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
七
年
）
。

7
（

）
畠
山
薫
「
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
九
二
、
二
〇
〇
四
年
）
。

8
（

）
そ
の
他
の
先
行
研
究
と
し
て
、
『
孟
子
章
句
』
に
引
か
れ
る
『
詩
経
』
に
着
目
し
た
研
究
に
、
𢎭
和
順
「
趙
岐
と
そ
の
学
問

9
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―
―
『
孟
子
』
所
引
の
『
詩
』
句
に
対
す
る
注
釈
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
中
国
哲
学
』
一
四
、
一
九
八
五
年
）
・
𢎭
和
順

「
趙
岐
の
詩
経
学
」
（
『
詩
経
研
究
』
二
〇
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
井
ノ
口
哲
也
「
『
孟
子
』
と
そ
の
注
釈
」
（
『
後

漢
経
学
研
究
序
説
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
は
『
孟
子
章
句
』
を
後
漢
学
術
史
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
試
み
る
。

N
-gram

を
用
い
て
『
孟
子
章
句
』
に
出
て
く
る
語
彙
を
量
的
に
検
討
し
、
分
析
し
た
特
異
な
研
究
と
し
て
、
斎
藤
正
高
「
趙

岐
『
孟
子
章
句
』
の
特
徴
―
―
「
注
釈
」
と
本
文
の
語
彙
頻
度
比
較
を
通
し
た
問
題
発
見
」
（
『
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
』

五
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
り
、
研
究
方
法
も
含
め
、
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（

）
孟
子
曰
、
乃
若
其
情
、
則
可
以
為
善
矣
。
乃
所
謂
善
也
。
若
夫
為
不
善
、
非
才
之
罪
也
。

10
（

）
若
、
順
也
。
性
与
情
相
為
表
裏
、
性
善
勝
情
、
情
則
従
之
。
孝
経
云
此
哀
戚
之
情
。
情
従
性
也
。
能
順
此
情
、
使
之
善
者
、

11
真

所
謂
善
也
。
若
随
人
而
強
作
善
者
、
非
善
者
之
善
也
。
若
為
不
善
者
、
非
所
受
天
才
之
罪
、
物
動
之
故
也
。

（

）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
加
賀
英
治
『
孟
子
（
人
と
思
想
）
』
第
三
章
「
孟
子
の
主
要
思
想
」
第
三
節
「
人
間
観
（

）
―
―
人

12

1

の
本
性
は
善
で
あ
る
」
（
清
水
書
院
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（

）
曰
、
耳
目
之
官
、
不
思
而
蔽
於
物
、
物
交
物
、
則
引
之
而
已
矣
。
心
之
官
則
思
、
思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
。
此
天
之

13
所
与
我
者
、
先
立
乎
其
大
者
、
則
其
小
者
不
能
奪
也
。
此
為
大
人
而
已
矣
。

（

）
孟
子
曰
、
人
有
耳
目
之
官
、
不
思
、
故
為
物
所
蔽
。
官
、
精
神
所
在
也
、
謂
人
有
五
官
六
府
。
物
、
事
也
。
利
欲
之
事
来

14
交
引
其
精
神
、
心
官
不
思
善
、
故
失
其
道
而
陥
為
小
人
也
。
此
乃
天
所
与
人
情
性
、
先
立
乎
其
大
者
、
謂
生
而
有
善
性
也
。

小
者
、
情
欲
也
。
善
勝
悪
、
則
悪
不
能
奪
之
而
已
矣
。
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（

）

告
子
曰
、
性
猶
湍
水
也
。
決
諸
東
方
則
東
流
、
決
諸
西
方
則
西
流
。
人
性
之
無
分
於
善
不
善
也
、
猶
水
之
無
分
於
東
西
也
。

15
（

）
湍
者
圜
也
、
謂
湍
湍
瀠
水
也
。
告
子
以
喩
人
性
若
是
水
也
、
善
悪
随
物
而
化
、
無
本
善
不
善
之
性
也
。

16
（

）
孟
子
曰
、
水
信
無
分
於
東
西
、
無
分
於
上
下
乎
。
人
性
之
善
也
、
猶
水
之
就
下
也
。
人
無
有
不
善
、
水
無
有
不
下
。
今
夫

17
水
搏
而
躍
之
、
可
使
過
顙
。
激
而
行
之
、
可
使
在
山
。
是
豈
水
之
性
哉
。
其
勢
則
然
也
。
人
之
可
使
為
不
善
、
其
性
亦
猶
是

也
。

（

）
孟
子
曰
、
水
誠
無
分
於
東
西
、
故
決
之
而
往
也
。
水
豈
無
分
於
上
下
乎
。
水
性
但
欲
下
耳
。
人
性
生
而
有
善
、
猶
水
之
欲

18
下
也
。
所
以
知
人
皆
有
善
性
、
似
水
無
有
不
下
者
也
。
…
…
人
之
可
使
為
不
善
、
非
順
其
性
也
。
亦
妄
為
利
欲
之
勢
所
誘
迫

耳
、
猶
是
水
也
。
言
其
本
性
非
不
善
也
。

（

）
末
永
高
康
「
性
善
説
再
考
―
―
『
孟
子
』
尽
心
下
第
二
十
四
章
を
て
が
か
り
に
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
一
九
、
一
九
九

19
六
年
／
『
性
善
説
の
誕
生
―
―
先
秦
儒
家
思
想
史
の
一
断
面
』
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
〔
た
だ
し
、
一
部
内
容
の
み
収
録
さ

れ
て
い

る
た
め
、
本
稿
で
は
論
文
を
参
照
し
た
〕
）
。

（

）
情
性
者
、
何
謂
也
。
性
者
、
陽
之
施
。
情
者
、
陰
之
化
也
。
人
稟
陰
陽
気
而
生
、
故
内
懐
五
性
六
情
。
情
者
、
静
也
、
性

20
者
、
生
也
。
此
人
所
稟
六
気
以
生
者
也
。
…
…
『
白
虎
通
』
情
性
）
。

（

）
情
、
人
之
陰
気
。
有
欲
者
。
从
心
青
声
。
性
、
人
之
陽
気
。
性
、
善
者
也
。
从
心
生
声
（
『
説
文
解
字
』
心
部
）
。

21
（

）
森
三
樹
三
郎
『
上
古
よ
り
漢
代
に
至
る
性
命
観
の
展
開
』
二
十
三
「
漢
書
・
後
漢
書
・
緯
書
・
白
虎
通
・
風
俗
通
・
桓
譚

22
新
論
」
（
創
文
社
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。
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（

）
性
三
品
説
に
つ
い
て
は
、
張
岱
年
『
中
国
哲
学
大
綱
』
上
冊
第
二
部
分
「
人
生
論
」
第
二
篇
「
人
性
論
」
第
三
章
「
性
有

23
善
有
悪
与
三
品
」
（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
／
『
張
岱
年
全
集
』
第
二
巻
、
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
・
渡
邉

義
浩
「
九
品
中
正
制
度
と
性
三
品
説
」
（
『
三
国
志
研
究
』
一
、
二
〇
〇
九
年
／
『
西
晋
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書

院
、
二
〇
一
〇
年
）
・
池
田
知
久
「
『
論
語
』
公
冶
長
・
陽
貨
・
雍
也
篇
等
に
現
れ
る
性
説
を
読
む
―
―
漢
唐
間
の
性
三
品
説

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―
―
」
（
『
斯
文
』
一
三
三
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
参
照
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
性
陽
情
陰
説
と
性
三

品
説
が
並
立
す
る
場
合
に
生
じ
る
論
理
的
矛
盾
に
関
し
て
言
及
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
性
三
品
説
は
、
上
智
を
絶
対
善
、
下
愚

を
絶
対
悪
、
中
人
を
善
悪
未
萌
、
す
な
わ
ち
善
悪
の
き
っ
か
け
を
有
し
た
人
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
対
し
て
、
性
陽
情
陰
説

は
、
性
に
善
の
き
っ
か
け
、
情
に
悪
の
き
っ
か
け
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
し
ま
う
と
、
上
智
に
も
悪
の

き
っ
か
け
が
、
下
愚
に
も
善
の
き
っ
か
け
が
存
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
論
理
的
に
言
え
ば
、
こ
の
二
つ
の
説

は
並
立
存
在
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
性
と
い
う
枠
組
み
を
性
と
情
を
含
み
込
ん
だ
広
義
の
「
性
」
と
捉
え
れ
ば
、

中
人
に
関
し
て
の
矛
盾
は
解
消
し
え
る
。
【
資
料
六
】
を
見
る
限
り
、
性
が
完
全
に
悪
の
下
愚
の
存
在
を
趙
岐
は
認
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
や
は
り
趙
岐
は
広
義
の
「
性
」
を
想
定
し
、
性
三
品
説
と
並
立
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
た

だ
し
、
趙
注
の
中
で
完
全
に
整
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
趙
岐
自
身
も
そ
の
矛
盾
に
対
し
て
、
無
頓
着
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
え
る
た
め
、
決
し
難
い
。

（

）
惻
隠
之
心
、
人
皆
有
之
。
羞
悪
之
心
、
人
皆
有
之
。
恭
敬
之
心
、
人
皆
有
之
。
是
非
之
心
、
人
皆
有
之
。
惻
隠
之
心
、
仁

24
也
。
羞
悪
之
心
、
義
也
。
恭
敬
之
心
、
礼
也
。
是
非
之
心
、
智
也
。
仁
・
義
・
礼
・
智
、
非
由
外
鑠
我
也
。
我
固
有
之
也
。
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『
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句
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（
長
谷
川
）

弗
思
耳
矣
。
故
曰
求
則
得
之
、
舎
則
失
之
。
或
相
倍
蓰
而
無
筭
者
、
不
能
尽
其
才
者
也
。

（

）
仁
・
義
・
礼
・
智
、
人
皆
有
其
端
、
懐
之
於
内
、
非
従
外
銷
鑠
我
也
。
求
存
之
、
則
可
得
而
用
之
。
舎
縦
之
、
則
亡
失
之

25
矣
。
故
人
之
善
悪
、
或
相
倍
蓰
、
或
至
於
無
筭
者
、
不
能
相
与
計
多
少
、
言
其
絶
遠
也
。
所
以
悪
乃
至
是
者
、
不
能
自
尽
其

才
性
也
。
故
使
有
悪
人
、
非
天
独
与
此
人
悪
性
。
其
有
下
愚
不
移
者
也
。
譬
若
乎
被
疾
不
成
之
人
。
所
謂
童
昏
也
。

（

）
拙
稿
「
『
潜
夫
論
』
に
見
え
る
人
間
観
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
七
一
、
二
〇
一
九
年
）
・
拙
稿
「
王
充
の
人
間
観
と
頌
漢

26
論
―
―
教
化
の
内
容
を
中
心
に
―
―
」
（
『
日
本
儒
教
学
会
報
』
六
、
二
〇
二
二
年
刊
行
予
定
）
。

（

）
仁
之
於
父
子
也
、
義
之
於
君
臣
也
、
礼
之
於
賓
主
也
、
知
之
於
賢
者
也
、
聖
人
之
於
天
道
也
、
命
也
。
有
性
焉
、
君
子
不

27
謂
命
也
。

（

）
仁
者
得
以
恩
愛
施
於
父
子
、
義
者
得
以
義
理
施
於
君
臣
、
好
礼
者
得
以
礼
敬
施
於
賓
主
、
知
者
得
以
明
知
知
賢
達
善
、
聖

28
人
得
以
天
道
王
於
天
下
。
此
皆
命
禄
、
遭
遇
乃
得
居
而
行
之
、
不
遇
者
不
得
施
行
。
然
亦
才
性
有
之
。
故
可
用
也
。
凡
人
則

帰
之
命
禄
、
在
天
而
已
、
不
復
治
性
。
以
君
子
之
道
、
則
修
仁
行
義
、
修
礼
学
知
、
庶
幾
聖
人
亹
亹
不
倦
、
不
但
坐
而
聴
命
。

故
曰
君
子
不
謂
命
也
。

（

）
『
論
衡
』
命
義
篇
に
、
「
富
貴
貧
賤
皆
在
初
稟
之
時
、
不
在
長
大
之
後
隨
操
行
而
至
也
」
と
あ
る
。

29
（

）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
先
行
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
で
は
赤
塚
忠
・
金
谷
治
・
福
永
光
司
・
山
井
湧
編
『
中
国
文

30
化
叢
書
②
思
想
概
論
』
「
人
間
観
」
（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
八
年
、
担
当
：
山
井
湧
）
、
金
谷
治
『
孟
子
』
第
六
章
「
聖
人
へ

の
道
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
な
ど
を
あ
げ
て
お
く
。
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（

）
吾
妻
重
二
「
道
学
の
聖
人
概
念
―
―
そ
の
歴
史
的
位
相
―
―
」
（
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
五
〇
―
二
、
二
〇
〇
〇
年
／

31
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
二
〇
〇
四
年
、
創
文
社
）
。

（

）
趙
岐
の
学
問
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
八
畠
山
氏
論
文
も
参
照
。

32
（

）
孟
子
曰
、
君
子
深
造
之
以
道
、
欲
其
自
得
之
也
。

33
（

）
造
、
致
也
。
言
君
子
学
問
之
法
、
欲
深
致
極
竟
之
以
知
道
意
、
欲
使
己
得
其
原
本
。
如
性
自
有
之
（
然
）
也
。
故
曰
欲
其

34
自
得
之
而
已
。

（

）
孟
子
曰
、
博
学
而
詳
説
之
、
将
以
反
説
約
也
。

35
（

）
博
、
広
。
詳
、
悉
也
。
広
学
悉
其
微
言
而
説
之
者
、
将
以
約
説
其
要
。
意
不
尽
知
、
則
不
能
要
言
之
也
。

36
（

）
宇
野
精
一
『
孟
子
（
全
釈
漢
文
大
系
）
』
「
離
婁
章
句
下
」
（
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）
。

37
（

）
底
本
に
は
、
焦
循
『
孟
子
正
義
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
。

38
（

）
雖
生
知
之
聖
、
必
読
書
好
古
。
既
由
博
学
而
深
造
之
以
道
、
則
能
通
古
聖
之
道
、
而
洞
達
其
本
原
。
而
古
聖
之
道
、
与
性

39
相
融
。
此
自
得
之
。
所
謂
如
性
自
有
之
也
。
如
性
自
有
之
、
故
居
之
安
。
凡
之
字
皆
指
所
学
而
言
。
未
能
自
得
、
則
道
不
与

性
融
、
不
能
通
其
変
而
協
其
宜
。
道
与
性
隔
、
性
与
道
睽
、
故
居
之
不
安
。
既
自
得
而
居
之
安
、
則
取
於
古
聖
之
道
。
即
取

乎
吾
之
性
、
非
浅
襲
於
口
耳
之
間
、
非
強
擬
於
形
似
之
迹
、
故
資
之
深
也
。

（

）
な
お
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
学
問
論
に
つ
い
て
は
、
矢
羽
野
隆
男
「
王
符
の
学
問
論
と
「
潜
夫
」
の
立
場
と
」
（
『
中
国
研

40
究
集
刊
』
二
四
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
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（

）
渡
邉
義
浩
「
「
史
」
の
自
立
―
―
魏
晋
期
に
お
け
る
別
伝
の
盛
行
を
中
心
と
し
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
―
四
、
二
〇
〇

41
三
年
／
改
題
の
上
『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
は
、
漢
代
の
儒
教
は
、
人
物
の
徳

性
と
才
能
と
の
一
致
を
前
提
と
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
唐
長
孺
「
魏
晋
才
性
論
的
政
治
意
義
」
（
『
魏
晋
南
北
朝
史
論

叢
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聨
書
店
、
一
九
五
五
年
）
・
岡
村
繁
「
『
才
性
四
本
論
』
の
性
格
と
成
立
―
―
あ
わ
せ
て
唐
長
孺

氏
の
「
魏
晋
才
性
論
的
政
治
意
義
」
を
駁
す
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
二
八
、
一
九
六
二
年
）
を
参
照
。
西
順

蔵
「
魏
の
君
子
た
ち
の
思
想
の
性
質
に
つ
い
て
」
（
『
一
橋
論
叢
』
三
六
、
一
九
五
六
年
／
『
中
国
思
想
論
集
』
筑
摩
書
房
、

一
九
六
九
年
）
も
参
照
。

（

）
孟
子
曰
、
富
歳
、
子
弟
多
頼
。
兇
歳
、
子
弟
多
暴
。
非
天
之
降
才
、
爾
殊
也
、
其
所
以
陥
溺
其
心
者
然
也
（
告
子
章
句

42
上
）
。

（

）
富
歳
、
豊
年
也
。
凶
歳
、
饑
饉
也
。
子
弟
、
凡
人
之
子
弟
也
。
頼
、
善
。
暴
、
悪
也
。
非
天
降
下
才
性
、
与
之
異
也
、
以

43
饑
寒
之
阨
陥
溺
其
心
、
使
為
悪
者
也
。

（

）
曰
、
其
為
人
也
小
有
才
、
未
聞
君
子
之
大
道
也
。
則
足
以
殺
其
軀
而
已
矣
。

44
（

）
孟
子
答
門
人
、
言
括
之
為
人
、
小
有
才
慧
、
而
未
知
君
子
仁
義
謙
順
之
道
、
適
足
以
害
其
身
也
。

45
（

）
子
思
曰
く
、
学
は
才
を
益
す
所
以
な
り
、
礪
は
刃
を
致
す
所
以
な
り
（
子
思
曰
、
学
所
以
益
才
也
、
礪
所
以
致
刃
也
）

46
〈
『
説
苑
』
建
本
篇
〉
。

（

）
前
掲
注
二
六
拙
稿
及
び
拙
稿
「
国
は
賢
を
以
て
興
る
―
―
『
潜
夫
論
』
に
お
け
る
現
状
批
判
と
賢
人
観
か
ら
唯
才
主
義
へ

47
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―
―
」
（
『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
三
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（

）
余
生
西
京
、
世
尋
丕
祚
、
有
自
来
矣
。
少
蒙
義
方
訓
、
渉
典
文
。
知
命
之
際
、
嬰
戚
于
天
、
遘
屯
離
蹇
、
詭
姓
遁
身
、
経

48
営
八
紘
之
内
、
十
有
余
年
。
心
勦
形
瘵
、
何
勤
如
焉
。
嘗
息
肩
弛
担
於
済
岱
之
間
、
或
有
温
故
知
新
。
雅
徳
君
子
、
矜
我
劬

瘁
、
睠
我
皓
首
、
訪
論
稽
古
、
慰
以
大
道
。
余
困
吝
之
中
、
精
神
遐
漂
、
靡
所
済
集
。
聊
欲
係
志
於
翰
墨
、
得
以
乱
思
遺
老

也
。
惟
六
籍
之
学
、
先
覚
之
士
釈
而
弁
之
者
既
已
詳
矣
。
儒
家
惟
有
孟
子
閎
遠
微
妙
、
縕
奥
難
見
、
宜
在
条
理
之
科
。
於
是

乃
述
已
所
聞
、
証
以
経
伝
、
為
之
章
句
、
具
載
本
文
、
章
別
其
旨
、
分
為
上
・
下
、
凡
十
四
巻
。
究
而
言
之
、
不
敢
以
当
達

者
、
施
於
新
学
、
可
以
寤
疑
弁
惑
。
愚
亦
未
能
審
於
是
非
、
後
之
明
者
見
其
違
闕
、
儻
改
而
正
諸
、
不
亦
宜
乎
。

（

）
趙
岐
字
邠
卿
、
京
兆
長
陵
人
也
。
…
…
先
是
中
常
侍
唐
衡
兄
玹
為
京
兆
虎
牙
都
尉
、
郡
人
以
玹
進
不
由
徳
、
皆
軽
侮
之
。

49
岐
及
従
兄
襲
又
數
為
貶
議
、
玹
深
毒
恨
。
延
熹
元
年
、
玹
為
京
兆
尹
、
岐
懼
禍
及
、
乃
与
従
子
戩
逃
避
之
。
玹
果
收
岐
家
属

宗
親
、
陥
以
重
法
、
尽
殺
之
。
岐
遂
逃
難
四
方
、
江
・
淮
・
海
・
岱
、
靡
所
不
歴
。
自
匿
姓
名
、
売
餅
北
海
市
中
。
時
安
丘

孫
嵩
年
二
十
餘
、
遊
市
見
岐
、
察
非
常
人
、
停
車
呼
与
共
載
。
岐
懼
失
色
、
嵩
乃
下
帷
、
令
騎
屏
行
人
。
密
問
岐
曰
、
視
子

非
売
餅
者
。
又
相
問
而
色
動
。
不
有
重
怨
、
即
亡
命
乎
。
我
北
海
孫
賓
石
。
闔
門
百
口
、
埶
能
相
済
。
岐
素
聞
嵩
名
、
即
以

実
告
之
、
遂
以
俱
帰
。
嵩
先
入
白
母
曰
、
出
行
、
乃
得
死
友
。
迎
入
上
堂
、
饗
之
極
歓
。
蔵
岐
複
壁
中
数
年
、
岐
作
戹
屯
歌

二
十
三
章
（
『
後
漢
書
』
列
伝
五
十
四

趙
岐
伝
）
。

（

）
こ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
。
関
連
研
究
へ
の
言
及
も
含
め
、
渡
邉
義
浩
「
後
漢
時
代
の
宦
官
に
つ
い
て
」
・
「
後
漢
時

50
代
の
党
錮
に
つ
い
て
」
（
『
史
峯
』
三
、
一
九
八
九
年
・
『
史
峯
』
五
、
一
九
九
〇
年
／
改
題
の
上
『
後
漢
時
代
の
国
家
と
儒



- 33 -

趙
岐
『
孟
子
章
句
』
に
見
え
る
人
間
観

（
長
谷
川
）

教
』
雄
山
閣
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（

）
増
淵
龍
夫
「
所
謂
東
洋
的
専
制
主
義
と
共
同
体
」
（
『
一
橋
論
叢
』
四
七
‐
三
、
一
九
六
二
年
／
『
中
国
古
代
の
社
会
と
国

51
家
（
新
版
）
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
。

（

）
『
後
漢
書
』
列
伝
二
十
五

張
純
伝

李
賢
注
に
、
「
七
経
謂
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
及
論
語
也
」
と
あ
る
。

52


